
二
点

三
点

四
点

五
点

六
点

七
点

《

互
選
句
》

〈

紙
上
選
句
〉

〈

投
句
〉

〈

出
席
者
〉

〈

選
者
〉

〈

顧
問
〉

☆ ☆ ◎ ☆ ☆ ☆ ☆ ◎ ☆ ☆ ◎ ☆ ◎ ◎ ☆
☆
◎

☆
◎

◎ ☆

花
筏
割
り
つ
つ
君
が
ボ
ー

ト
漕
ぐ

桜
五
分
咲
き
西
行
に
な
り
き
れ
ず

法
輪
を
も
う
ひ
と
廻
し
春
愁
ふ
（

石
山
寺
）

デ
ィ

サ
ー

ビ
ス
へ
押
す
車
椅
子
う
ら
ら
け
し

麗
日
の
ヨ
ッ

ト
ハ
ー

バ
ー

ジ
ャ

ズ
流
れ

春
愁
や
効
く
薬
ほ
ど
副
作
用

入
園
の
孫
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お
め
で
と
う

こ
の
一
献
味
は
ひ
深
し
花
茶
漬

三
百
年
祝
ぐ
河
東
節
の
舞
台
花
の
宵

み
ほ
と
せ
　
ほ
　
　
か
と
う

ゆ
る
ゆ
る
と
妻
と
近
間
の
花
見
か
な

人
待
ち
て
を
ん
な
物
喰
ふ
春
の
驛

哲
学
の
道
も
疏
水
も
葉
桜
に

ノ
ー

エ
節
へ
助
け
舟
出
す
桜
山

山
葵
漬
考
へ
買
ひ
足
す
発
車
ベ
ル

葬
儀
終
へ
帰
る
都
は
葉
桜
に

高
齢
者
集
ひ
恩
師
を
偲
ぶ
春

電
車
待
つ
ホ
ー

ム
に
花
舞
ふ
昼
下
が
り

一
瞬
（

ひ
と
と
き
）

は
異
界
に
遊
ぶ
花
篝
（

か
が
り
）

少
年
の
バ
ケ
ツ
に
一
尾
（

び
）

花
う
ぐ
ひ

行
く
春
を
し
ば
し
と
ど
め
ん
友
と
酔
ひ

免
許
証
返
上
と
決
め
四
月
尽

ま
ま
ご
と
の
茣
蓙
た
ん
ぽ
ぽ
を
避
（

よ
）

け
敷
か
る

花
昏
れ
て
癌
病
棟
の
鳩
時
計

初
蝶
を
追
ふ
子
襁
褓
（

む
つ
き
）

の
ま
だ
取
れ
ず

吉
野
山
護
摩
焚
く
僧
に
白
き
蝶

足
で
足
洗
ふ
園
児
や
チ
ュ
ー

リ
ッ

プ

夜
桜
や
揚
巻
の
ま
ま
打
上
げ
に

　
三
月
歌
舞
伎
座
千
穐
楽

母
と
来
て
終
の
花
見
か
車
椅
子

鉛
筆
を
耳
に
戻
し
て
鰆
糶
（

せ
）

る

啓
子

昇
堂
哉

恵
洲

孤
舟

仝
忠
彦

猛
紀
久
男

天
牛

亜
也

健
介

仝
弘
子

忠
彦

仝
そ
ら
お

け
い
こ

一
灯

ゆ
た
か

仝
恵
洲

仝
孤
舟

け
い
こ

一
灯

紀
久
男

堂
哉

孤
舟

（

彦
・
千
）

（

孤
・
弘
）

（

堅
・
三
）

（

万
・
く
）

（

Ｍ
・
三
）

（

孤
・
正
）

（

万
・
敏
）

（

堅
・
万
）

（

万
・
敏
）

（

万
・
忠
・
允
）

（

紀
・
彦
・
天
）

（

龍
・
千
・
く
）

（

紀
・
彦
・
Ｍ
）

（

紀
・
龍
・
Ｍ
）

（

紀
・
孤
・
く
）

（

紀
・
万
・
龍
）

（

万
・
千
・
龍
）

（

紀
。

孤
・
龍
・
正
）

（

紀
・
允
・
天
・
三
）

（

万
・
彦
・
千
・
Ｍ
）

（

眞
・
忠
・
孤
・
允
）

（

眞
・
猛
・
孤
・
弘
）

（

弘
・
允
・
正
・
三
）

（

堅
・
紀
・
猛
・
万
）

（

猛
・
万
・
孤
・
敏
・
允
）

（

眞
・
紀
・
猛
・
正
・
く
）

（

眞
・
忠
・
弘
・
敏
・
允
・
天
）

（

堅
・
万
・
孤
・
弘
・
敏
・
Ｍ
・
く
）

（

眞
・
彦
・
弘
・
正
・
く
・
天
・
三
）

赤
田
堅
　
安
部
眞
希
子
　
楠
田
彦
十
　
在
間
千
恵
　
庄
司
龍
平
　
高
橋
敏
郎
　
早
川
允
章

伊
賀
山
そ
ら
お
　
小
早
健
介
　
朱
牟
田
恵
洲
　
土
谷
堂
哉
　
豊
田
ゆ
た
か
　
中
野
一
灯

古
田
昇
　
星
田
啓
子
　
宮
内
規
雄
　
山
崎
亜
也
　
山
田
け
い
こ
　
渡
邊
盛
雄

福
島
正
明
　
Ｍ
Ｈ
氏
　
村
田
く
に
子
　
山
本
三
恵

（

☆
…

中
七
→
「

追
ふ
子
の
襁
褓
」
）

（

☆
…

中
七
→
「

暫
し
止
め
む
」
）

（

☆
…
「

す
」

音
三
つ
の
流
れ
が
佳
い
。
→
「

う
ら
ら
か
や
車
椅
子
押
す
デ
ィ

サ
ー

ビ
ス
）

　
（

☆
→
「

護
摩
を
焚
く
僧
へ
白
蝶
吉
野
山
」
）

（

☆
→
「

花
の
舞
ふ
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー

ム
の
昼
下
が
り
」
）

（

☆
…

中
七
の
表
現
は
詩
心
に
遠
ひ
）

川
口
孤
舟

 
 
 
 
 
 
第
三
百
七
十
三
回
　
青
葉
会

今
井
紀
久
男
　
大
林
猛
　
柿
﨑
忠
彦
　
川
口
孤
舟
　
小
西
弘
子
　
山
内
天
牛

川
合
万
里
子
　
先
生

　

　
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
七
日
（

木
）

　
　
午
后
五
時
半
～

八
時
半
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー



一
点

☆ ◎ ☆ ☆ ☆
☆
◎

天
上
は
豊
か
な
り
け
り
菜
種
梅
雨

剃
り
残
し
の
髭
の
友
ら
の
春
の
会

苗
床
に
様
ざ
ま
の
香
の
ハ
ー

ブ
植
ゑ

囀
に
頑
張
る
力
や
山
登
る

花
咲
け
る
空
に
ひ
と
す
じ
飛
行
機
雲

春
雷
の
駈
け
廻
り
来
て
我
を
撃
つ

西
か
ら
の
鰯
食
ふ
日
や
桜
五
分

瀬
戸
の
波
霞
む
島
影
雲
に
入
り

指
の
間
を
時
が
こ
ぼ
れ
る
春
惜
し
む

春
の
旅
饒
舌
の
人
黙
る
人

棹
を
挿
す
一
寸
法
師
花
筏

美
し
き
ま
ま
に
生
き
た
や
花
筏

空
は
青
花
は
紅
白
葉
は
緑

筍
や
香
り
歯
触
り
滋
味
溢
る

風
雨
に
も
枝
に
寄
り
添
ふ
花
健
気
（

け
な
げ
）

皇
（

す
め
ら
ぎ
）

の
億
の
き
ず
な
や
風
光
る

夜
桜
や
と
き
に
物
の
怪
見
え
隠
れ

御
先
祖
の
三
百
回
忌
馬
酔
木
咲
く

廃
線
の
果
て
は
菜
の
花
ば
か
り
な
り

人
戀
ひ
て
七
里
ガ
浜
の
春
の
宵

二
人
静
花
穂
（

か
す
い
）

ひ
と
本
折
れ
に
け
り

春
ひ
と
り
寂
し
さ
に
耐
へ
シ
ョ

パ
ン
聴
く

盛
雄

仝
天
牛

け
い
こ

仝 仝
啓
子

ゆ
た
か

堂
哉

健
介

孤
舟

忠
彦

仝 仝 猛 仝
盛
雄

天
牛

け
い
こ

亜
也

仝
規
雄

（

忠
）

（

忠
）

（

万
）

（

猛
）

（

千
）

（

紀
）

（

天
）

（

堅
）

（

三
）

（

天
）

（

彦
）

（

孤
）

（

龍
）

（

千
）

（

堅
）

（

紀
・
忠
）

（

孤
・
正
）

（

紀
・
万
）

（

眞
・
猛
）

（

敏
・
Ｍ
）

（

万
・
龍
）

（

万
・
孤
）

　
 
二
　
小
川
恭
延
さ
ん
と
中
山
芳
博
さ
ん
の
追
悼
句
・
遺
句
を
別
紙
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
男
記

　
　
　
一
灯
さ
ん
と
新
人
の
け
い
こ
さ
ん
が
好
成
績
で
し
た
。

　
　
　
よ
り
の
助
六
鮨
を
賞
味
し
つ
つ
早
や
目
に
終
了
。

お
開
き
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
造
ら
せ
た
特
注
品
）

田
中
稔
也
さ
ん
か
ら
の
大
吟
醸
「

龍
力
・
米
の
さ
さ
や
き
」
（

姫
路
・
綱
干
）
、

忠
彦
さ
ん

　
　
　
　
小
生
持
参
の
京
・
尾
張
屋
の
蕎
麦
板
と
市
原
弘
之
さ
ん
か
ら
の
純
吟
「

染
井
桜
」
（

豊
島
区
の
染
井
関
係
者
が

　
　
●
次
回
青
葉
会 （

☆
…

中
七
→
「

三
百
回
忌
や
」
。

切
字
『

や
』

を
い
れ
る
と
句
格
が
上
が
る
）

五
月
二
十
五
日
（

木
）

　
井
の
頭
吟
行

　
　
十
三
時
半
～

十
六
時
　
句
会
　
（

御
殿
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
『

森
の
座
』

創
刊
四
月
号
を
回
覧
し
乍
ら
句
会
開
始
。

猛
さ
ん
の
披
講
で
御
覧
の
よ
う
に
孤
舟
選
者
、

堂
哉
さ
ん
、

　
　
　
句
掲
載
）
（

大
手
新
聞
紙
の
書
評
欄
に
好
評
）

及
び
三
月
終
刊
「

萬
緑
」
（

7
0
余
年
・
8
0
6
号
）

の
後
継
誌

　
　
　
人
だ
っ

た
「

季
題
別
・
中
村
草
田
男
全
句
」
（

角
川
書
店
2
0
1
7
/
2
/
2
8
　
1
万
円
）
（

1
1
,
6
1
4

 
　
　
平
成
二
十
九
年
四
月
句
会
報

　
　
一
　
今
回
は
出
張
含
む
ド
タ
キ
ャ

ン
多
く
出
席
わ
ず
か
6
名
！
投
句
1
2
名
。

弘
子
さ
ん
が
5
名
の
編
集
委
員
の
一

　
　
雨
天
決
行
　
同
園
吟
行

　
　
十
時
集
合
　
Ｊ
Ｒ
・
京
王
井
の
頭
線
「

吉
祥
寺
駅
」

北
口
　
は
な
子
像
前



・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
段
に
続
く

み
す
ず
か
る
信
濃
広
ご
り
雪
し
ん
し
ん

冬
夕
焼
伊
吹
に
も
ぐ
り
闇
へ
溶
け

　
「

3
5
6
回
」

2
0
1
5
・
1
1
・
2
5

冬
木
立
明
る
く
雨
を
ま
と
ひ
け
り

白
河
の
逆
旅
（

げ
き
り
ょ
）

に
霰
聴
く
朝
（

あ
し
た
）

超
然
と
枯
蔦
ま
と
ふ
老
欅

　
平
成
2
3
年
「

3
0
0
回
記
念
句
集
」

よ
り
抄
出

短
日
や
庭
師
の
は
さ
み
ア
レ
グ
ロ
へ

村
埋
め
し
雪
の
底
這
ふ
灯
り
か
な

冬
温
し
ク
レ
ー

ン
を
肩
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

卒
（

業
）

五
十
年
恋
語
ら
せ
る
新
酒
か
な

躊
躇
ひ
て
無
職
と
書
き
ぬ
鰯
雲

夏
蝶
や
た
は
む
る
樹
々
の
奥
の
闇

花
は
ら
り
花
び
ら
は
さ
み
俳
句
帖

寝
そ
べ
り
て
釣
果
は
問
は
ず
春
の
海

み
ち
の
く
へ
送
る
荷
中
に
花
の
種

大
地
震
や
君
の
死
知
ら
ぬ
春
七
日

春
霞
怒
（

い
か
）

る
龍
な
ら
む
大
津
波

　
平
成
2
年
「

5
0
回
年
記
念
句
集
」

よ
り
抄
出

葉
の
陰
に
は
げ
茄
子
一
つ
残
り
を
り

娘
な
く
ひ
っ

そ
り
と
妻
の
内
裏
雛
（

だ
い
り
び
な
）

大
寺
の
鬼
の
瓦
や
冬
暮
る
る

虫
の
音
に
心
遊
ば
せ
爪
を
切
る
（

3
5
4
回
）

無
住
寺
や
憂
さ
の
全
て
を
法
師
蟬
（

3
5
3
回
）

病
む
妻
に
薫
風
の
窓
少
し
開
け
（

3
5
0
回
）

　
松
戸
・
流
山
地
区
の
「

泥
几
句
会
」

近
詠
よ
り
抄
出

忽
然
と
峠
の
空
か
ら
遍
路
来
る

茂
吉
忌
や
亡
母
が
つ
き
た
る
美
し
き
嘘

寒
月
や
心
の
隙
間
（

す
き
ま
）

を
照
ら
し
を
り

寒
灸
に
耐
え
て
背
中
で
笑
ひ
け
り

木
の
実
雨
戦
死
の
墓
に
音
降
り
ぬ

牡
蠣
割
女
背
の
子
揺
り
上
げ
手
休
め
ず

椋
の
群
れ
空
を
傾
け
反
転
す

炎
熱
や
気
骨
そ
が
れ
て
恋
占
い

決
め
ら
れ
ぬ
我
を
囃
す
や
法
師
蟬

生
醬
油
の
匂
ひ
来
る
街
梅
雨
入
り
か
な

遠
き
日
の
夢
に
ち
ち
は
は
浮
き
人
形

三
輪
山
の
春
風
ゆ
ら
す
麺
す
だ
れ

　
「

3
5
9
回
」

2
0
1
6
・
2
・
2
5

赤
マ
フ
ラ
ー

似
合
は
ぬ
彼
氏
連
れ
て
く
る

鬼
は
外
人
間
擬
（

も
ど
）

き
一
人
酌
む

卒
業
や
以
下
同
文
の
表
彰
状

　
「

3
5
7
回
」

2
0
1
5
・
1
2
・
1
0

バ
ッ

カ
ス
も
加
は
り
を
り
て
キ
リ
タ
ン
ポ

人
気
な
き
ホ
ッ

ケ
ー

グ
ラ
ン
ド
秋
の
風
　
　
　
　
　
　
　
正
明

　
　
　

遺
　
句

　
（

九
月
青
葉
会
の
冒
頭
）

閑
け
さ
や
新
酒
の
献
杯
句
仲
間
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
男

佳
麗
な
る
ス
テ
ィ
ッ

ク
捌
き
秋
暮
（

く
る
）

る
　
　
　
　
　
堂
哉

高
き
山
崩
れ
献
杯
菊
芳
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孤
舟

　
　
れ
ま
し
た
。
（

出
席
の
折
に
は
い
つ
も
焼
酎
・
鹿
児
島
中
心
の
逸
品
を
寄
贈
）

　
・
青
葉
会
創
立
以
来
の
メ
ン
バ
ー

の
一
人
で
し
た
が
、

長
期
間
の
休
会
の
後
、

数
年
前
に
復
帰
さ
れ
て
お
ら

　
・
数
少
な
い
丸
紅
陸
上
ホ
ッ

ケ
ー

部
の
名
選
手
で
し
た

　
ホ
ッ

ケ
ー

の
雄
逝
く

ト
ラ
キ
チ
の
熱
血
漢
逝
く
秋
暑
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

中
国
四
国
支
社
長
→

富
安
（

社
長
）
（

2
0
0
1
年
5
月
退
職
）
→

石
岡
石
材
（

顧
問
）

1
9
4
3
年
1
0
月
7
日
生
。

1
9
6
6
年
3
月
神
戸
大
学
卒
→

4
月
丸
紅
入
社
・
国
内
鉄
鋼
→

副
本
部
長
→

略
歴

　
・
独
身
時
代
は
従
業
員
組
合
の
中
央
執
行
委
員
と
し
て
活
躍

　
|
丸
紅
句
会
の
最
初
の
頃
、

い
ろ
い
ろ
手
伝
っ

て
戴
い
た
事
思
い
出
さ
れ
ま
す

　
早
す
ぎ
る
死
を
悼
ん
で

　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
一
日
逝
去
　
享
年
七
十
二
歳

　
　
中
　
山
　
芳
　
博
　
さ
　
ん
　
追
　
悼
　
句

か
な
か
な
に
目
覚
め
旅
寝
の
髪
梳
（

と
）

か
な
　
　
　
　
万
里
子

句
会
準
備
共
に
せ
し
友
晩
夏
に
逝
く
　
　
　
　
　
　
　
く
に
子

人
事
通
の
芳
博
逝
け
り
暑
き
日
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
牛

　
　
「

虫
の
音
に
心
遊
ば
せ
爪
を
切
る
」

に
副
わ
せ
て
い
た
だ
き
詠
ん
で
み
ま
し
た

　
|
献
句
に
つ
き
ま
し
て
は
一
昨
年
九
月
青
葉
会
で
の
ご
本
人
様
の
高
得
点



〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　
「

3
0
0
回
記
念
句
集
」

よ
り
抄
出
（

平
成
2
3
年
5
月
）

卒
業
式
故
郷
の
復
興
誓
ふ
子
等

菜
の
花
や
万
葉
の
歌
碑
海
望
む

幻
や
夏
装
の
隊
伍
椰
子
の
下

浴
衣
着
の
下
駄
音
ま
ろ
し
裏
通
り

嵌
（

は
）

め
込
み
し
戦
禍
の
壁
や
夏
聖
堂

拉
致
あ
り
し
無
言
の
浜
や
冬
の
波

な
ほ
語
り
合
ひ
た
き
人
や
春
に
逝
く

河
骨
の
小
さ
き
黄
点
る
雨
の
池

緑
蔭
に
響
く
弦
音
や
円
覚
寺

一
休
み
町
屋
（

ま
ち
や
）

の
店
の
鱧
（

は
も
）

茶
漬

国
震
（

ふ
）

り
て
同
胞
失
せ
り
三
一
一

　
「

2
0
0
回
記
念
句
集
」

よ
り
抄
出
（

平
成
1
5
年
）

枝
豆
の
殻
重
な
り
て
句
会
終
ふ

天
一
角
開
け
伊
那
谷
青
田
射
す

イ
ヤ
ホ
ー

ン
外
れ
し
ま
ま
に
目
借
時

小
さ
き
闇
残
し
て
去
り
し
蟬
の
穴

指
先
に
幼
き
日
あ
り
凧
の
引
き

瞼
閉
ぢ
真
紅
の
冬
の
日
を
宿
す

真
実
の
埋
も
れ
ゆ
く
世
や
梅
雨
荒
る
る

や
や
遠
出
四
温
日
和
の
老
夫
婦

大
道
芸
少
女
秋
日
を
撥
ね
上
げ
る

二
星
指
し
何
を
語
る
や
姉
妹

梅
雨
寒
や
鏡
の
底
の
目
に
対
す

　
「

1
0
0
回
記
念
句
集
」

よ
り
抄
出
（

平
成
1
0
年
）

駅
ホ
ー

ム
気
長
に
坐
す
や
秋
日
和

緑
蔭
や
僧
像
一
つ
喝
發
す

島
影
を
横
一
線
に
冬
日
落
つ

紅
き
幡
札
所
の
夏
の
華
げ
る

晴
つ
ゞ
き
穏
か
に
風
邪
居
座
れ
る

柔
か
き
文
字
に
憩
ふ
や
鶴
の
詞
（

倭
漢
朗
詠
抄
）

一
筋
の
学
ぶ
道
あ
り
雲
の
峰

立
禅
の
僧
の
目
澄
む
や
若
楓

老
母
押
す
空
乳
母
車
辛
夷
咲
く

笹
粽
優
し
き
も
の
を
包
み
た
り

行
く
春
や
小
さ
き
髷
の
相
撲
弟
子

手
入
れ
せ
し
登
山
靴
あ
り
冬
日
和

「

青
葉
会
合
同
句
集
」

第
５
０
回
記
念
よ
り
抄
出
（

平
成
２
年
）

芒
原
穂
の
あ
る
限
り
日
の
宿
る

青
柿
や
葉
に
包
ま
れ
て
充
ち
ん
と
す

夏
木
立
両
手
ゆ
ら
ゆ
ら
一
輪
車

稲
掛
く
る
女
の
面
整
へ
り

丈
伸
び
し
娘
の
細
き
肩
花
火
降
る

ふ
と
こ
ろ
に
朝
の
日
差
し
や
更
衣

寺
の
屋
根
囲
み
て
あ
り
ぬ
冬
の
村

短
日
に
闘
牛
場
の
色
沈
み

〇 〇 〇 〇

大
欅
鳥
の
巣
今
日
も
影
動
く

秋
晴
れ
て
杖
を
頼
り
の
一
巡
り

太
鼓
の
音
駅
舎
に
聞
こ
え
村
祭

夏
晴
れ
や
隊
伍
に
遅
れ
る
こ
と
も
良
し

ペ
リ
リ
ュ

ウ
島
慰
霊
の
旅
や
春
寒
裡

被
災
地
へ
千
年
桜
贈
る
と
よ

養
生
の
身
を
励
ま
す
や
白
牡
丹

日
の
光
明
か
る
く
通
す
柿
若
葉

暮
れ
泥
（

な
ず
）

む
春
の
空
あ
る
留
守
居
か
な

春
時
雨
児
等
の
黄
傘
に
囲
ま
る
る

大
寒
の
空
に
念
ず
る
師
の
快
癒

秋
晴
れ
や
蟄
居
せ
る
身
を
解
き
放
つ

丘
を
抜
く
大
船
観
音
夏
日
さ
す

寒
明
け
て
八
十
路
の
一
歩
踏
み
出
せ
り

多
摩
川
や
全
て
奥
ま
で
春
霞

　
３
０
０
回
句
集
以
降
の
青
葉
会
報
よ
り
抄
出

泣
く
程
に
人
笑
わ
せ
る
師
走
寄
席

秋
夕
焼
塒
（

ね
ぐ
ら
）

に
鳥
の
影
帰
る

秋
暮
れ
て
己
の
余
命
推
し
計
る

窓
に
凭
り
梅
雨
満
月
の
光
受
く

天
高
し
病
躯
に
力
充
ち
来
た
る

緑
蔭
の
風
や
歩
調
も
甦
る

金
婚
式
緑
と
子
等
に
包
ま
る
る

桜
狩
病
む
身
な
れ
ど
も
抗
（

あ
ら
が
）

へ
ず

養
生
の
身
に
つ
れ
な
く
も
冴
返
る

大
寒
の
一
日
蟄
居
す
老
夫
婦

漱
石
の
草
稿
厚
し
冬
館
（

横
浜
吟
行
）

被
災
地
の
空
に
あ
り
な
ん
今
日
の
月

辻
毎
に
寺
の
屋
根
見
ゆ
五
月
空

　
「

萬
緑
合
同
句
集
」

第
5
号
（

平
成
2
9
年
3
月
）

秋
の
海
眺
め
和
倉
の
湯
に
浸
る

蟬
時
雨
杉
の
中
な
る
永
平
寺

ベ
ラ
ン
ダ
を
跳
ね
る
番
や
秋
雀

天
災
も
人
災
も
経
て
秋
寂
び
ぬ

移
設
せ
し
古
民
家
の
奥
雛
飾
り

余
寒
風
停
車
の
度
に
忍
び
込
む

目
覚
め
時
包
む
静
寂
雪
な
ら
む

暖
房
の
揺
ら
す
カ
ー

テ
ン
留
守
居
す
る

洪
水
の
跡
に
子
探
す
親
の
影

水
牛
に
曳
か
れ
て
春
の
海
渡
る

ラ
ン
ナ
ー

の
鋭
き
加
速
冬
日
燃
ゆ

秋
の
湾
伊
根
の
舟
屋
に
鷗
鳴
く

雨
の
音
吸
ひ
沈
め
た
る
植
田
か
な

花
吹
雪
托
鉢
僧
の
笠
目
深

燈
台
の
白
き
直
立
夏
近
し

春
雷
や
一
塊
に
眠
り
撃
つ

　
　
　

遺
　
句
　
　
　
　
〇
印
は
「

萬
緑
合
同
句
集
」

第
4
号
（

平
成
8
年
刊
）

掲
載



・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
天
空
に
き
く
カ
ン
ツ
ォ
ー

ネ
梅
の
園
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

畏
友
逝
き
あ
の
唄
聴
け
ぬ
年
の
暮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

句
の
酒
仙
冬
薔
薇
埋
む
柩
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

大
寒
や
畏
友
の
愛
せ
し
酒
献
杯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

（
…

青
葉
会
関
係
者
で
は
最
も
永
い
お
つ
き
あ
い
。

短
冊
に
潤
筆
）

フ
ロ
イ
デ
を
歌
ひ
て
逝
く
や
京
の
暮
　
　
　
　
　
　
 
市
原
弘
之

　
醒
め
て
は
第
九
を
聞
か
せ
給
ひ
し
小
川
大
兄
を
偲
び
て

カ
ン
ツ
ォ
ー

ネ
が
締
め
る
二
次
会
年
の
暮
　
　
　
　
　
　
正
明

惜
し
ま
れ
て
京
を
の
こ
逝
く
師
走
か
な
　
　
　
　
　
　
紀
久
男

　
　
ざ
る
河
」

か
ら
の
連
想
の
由
）

　
　
ん
と
小
生
の
四
人
で
暑
気
払
…

蕎
麦
の
「

松
翁
」
→

ベ
ル
ギ
ー

ビ
ー

ル
の
「

ブ
ラ
ッ

セ
ル
」
）

（
…

産
経
新
聞
・
文
化
部
の
元
編
集
委
員
で
当
会
は
永
ら
く
休
会
中
。

毎
夏
、

小
川
さ
ん
、

稲
垣
さ
ん
、

高
橋
敏
郎
さ

　
天
牛
さ
ん
・
敏
郎
さ
ん
・
市
原
弘
之
さ
ん
・
稲
垣
真
澄
さ
ん
と
偲
ぶ
会
（

松
翁
）

テ
ノ
ー

ル
の
突
如
途
絶
え
し
年
の
暮
　
　
　
　
　
　
　
そ
ら
お

（

迫
力
の
あ
る
美
声
で
海
外
旅
行
で
も
現
地
の
有
名
歌
唄
ひ
喝
采
を
浴
び
ら
れ
た
由
）

　
|
私
の
親
友
が
恭
延
さ
ん
と
同
課
で
噂
話
を
よ
く
き
か
さ
れ
ま
し
た

さ
よ
な
ら
と
友
は
旅
立
ち
冬
銀
河
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穰
（

ゆ
た
か
）

　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
六
日
逝
去
　
享
年
八
十
二
歳

　
　
小
　
川
　
恭
　
延
　
さ
　
ん
　
追
　
悼
　
句

三
人
共
（

み
た
り
と
も
）

師
を
待
つ
新
入
社
員
な
り
し
　
　
万
里
子

句
友
逝
く
温
顔
偲
ぶ
年
の
暮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に
子

忘
年
会
の
日
に
逝
去
と
は
恭
延
君
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

朗
朗
と
唄
ひ
し
恭
延
冬
に
逝
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
牛

　
　
ざ
い
ま
し
た

　
|
こ
の
師
は
中
村
草
田
男
先
生
で
、

会
社
の
文
化
部
の
俳
師
と
し
て
絹
漱
が
母
校
の
草
田
男
師
を
招
聘
し
た
の
で
ご

シ
コ
民
謡
、

イ
タ
リ
ア
共
産
党
の
歌
、
「

会
議
は
踊
る
」

な
ど
）

(

葬
儀
参
列
者
に
訊
く
と
各
人
の
思
っ

て
い
る
唄
は
い
ろ
い
ろ
で
す
…

第
九
の
「

合
唱
」
、

カ
ン
ツ
ォ
ー

ネ
、

メ
キ

6
月
退
職
）
→

丸
紅
建
材
リ
ー

ス
監
査
役
。

特
貿
課
（

翌
年
東
京
移
転
）
→

海
外
事
業
課
（
→

室
→

部
）
→

イ
ベ
リ
ア
会
社
（

マ
ド
リ
ー

ド
）
→

海
外
事
業

1
9
3
3
年
1
2
月
1
8
日
生
。

1
9
5
6
年
3
月
京
大
卒
→

4
月
丸
紅
飯
田
大
阪
本
社
入
社
・
海
外
統
括
部

略
歴

　
　
出
尽
き
ま
せ
ん

部
→

ボ
ゴ
ダ
出
張
所
長
→

海
外
事
業
部
→

法
務
部
長
（

Ｌ
事
件
の
最
高
裁
対
応
）
→

監
査
室
長
（

1
9
9
1
年

　
　
橋
敏
郎
氏
）

法
務
部
若
手
の
会
（

ポ
ー

ル
ク
ラ
ー

ク
さ
ん
、

堀
口
康
弘
さ
ん
ら
と
南
蛮
亭
や
壺
仙
）

等
々
想
い

　
　
）
（

小
池
治
さ
ん
ら
と
伊
那
吟
行
）
（

村
岡
英
樹
さ
ん
ら
と
高
遠
吟
行
等
）

読
書
会
（

高
梨
由
美
子
さ
ん
・
高

　
|
小
川
さ
ん
と
は
青
葉
会
（

川
合
絹
漱
・
万
里
子
御
夫
妻
、

黒
川
章
彦
さ
ん
、

御
一
緒
に
井
の
頭
吟
行
→

歌
行
燈

（
…

大
学
の
後
輩
で
法
務
部
時
代
、

小
川
さ
ん
の
下
で
Ｌ
事
件
担
当
。

中
七
は
小
川
さ
ん
の
戒
名
で
下
五
は
「

帰
ら

小
春
日
に
恭
山
隆
延
不
帰
の
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
口
康
弘

味
の
あ
る
句
風
の
友
逝
く
冬
の
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

社
運
か
け
生
き
た
句
友
や
暮
れ
に
死
す
　
　
　
　
　
　
　
忠
彦

ア
デ
ィ

オ
ス
と
大
き
く
叫
び
年
果
つ
る
　
　
　
　
　
　
五
郎
太

旅
行
け
ば
古
城
は
朧
ラ
イ
ン
河
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

　
　
だ
。
そ
ん
な
姿
が
ひ
よ
っ

と
す
る
と
散
策
中
の
お
目
を
汚
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

小
石
川
植
物
園
に
は
樹
木
だ
け

　
|
「

植
物
園
に
お
ら
れ
ま
し
た
ね
」
。

に
っ

こ
り
と
小
川
さ
ん
は
問
は
れ
た
。

以
前
、

よ
く
樹
下
に
午
睡
を
楽
し
ん

森
の
春
騒
ぐ
カ
ラ
ス
の
見
た
る
も
の
　
　
　
稲
垣
真
澄

　
　
で
な
く
、

意
外
に
に
鳥
や
小
動
物
も
多
く
人
々
を
驚
か
す


